
１ オリオン音楽祭に向けて 
 音楽主任 

今月２９日のオリオン音楽祭まで、１ヵ月を切りました。ここ数年、オリオン音楽祭は校内開

催でしたが、今年度は千葉市民会館をお借りしての開催となります。合唱を発表する場が校外と

なり、生徒も今まで以上に気合が入っています。学年行事や諸活動がある中での練習で、焦りや

心配もある様子ですが、少しでも納得のいく合唱に仕上がるように、実行委員や指揮者・伴奏者

が協力し合い、どうしたら大きな声で歌えるのか、どうすれば最高の合唱になるのかを追い求め

て、取り組んでいるようです。 

私自身、中学生の時は伴奏を務めることが多くありました。伴奏を演奏すると、当時の友人た

ちのことを今でも思い出すことがあります。曲を通して、たくさんの思い出がよみがえることが

音楽の持つ力だとしたら、私はいつもその力に支えられてきたと感じています。離れ離れになっ

た友人とも、その音楽を演奏しているときは、一緒にいる気がするのです。その時は何気なく歌

っている歌だったとしても、いつか必ずその音楽に救われる時が来る、そう信じています。オリ

オン音楽祭を通して、素晴らしい合唱を歌い上げる経験を積むとともに、仲間と過ごした最高の

日々を思い出せるような行事を目指します。 

 

オリオン音楽祭副実行委員長 

オリオン音楽祭副実行委員長になりました○○です。私は今回、実行委員、伴奏、パートリー

ダーの３つを兼任しているので、とても大きな責任を感じています。しかし、その分、クラスや

学年を動かすことができると思うので、やる気に満ちた空気を作っていきたいです。合唱祭の難

しいところは合唱に全てを懸けたい人もいれば、勉強や部活を優先したい人もいるというところ

です。クラス全員の心をひとつにすることは本当に難しいと思います。私にとって最後のオリオ

ン音楽祭になるので、私はどちらの人の気持ちも尊重し、最終的に全員が同じ目標に向かって努

力できるようにしていきたいです。音楽を習っている経験を最大限に生かし、引っ張っていきた

いです。オリオン音楽祭が終わったとき、「楽しかった」「嬉しい」「悔しい」など、クラス全体が

同じ気持ちになれたら、それがクラス全体の気持ちがひとつになっていた証だと思います。どの

クラスもこの行事が最高のものになるよう、一緒に頑張っていきましょう。 

 

～オリオン音楽祭の準備のお知らせ～                         
 ９月２９日のオリオン音楽祭ですが、全員、制服着用になっています。クラスごとに夏服か、

冬服かを決定することになりますが、制服のご確認をお願いします。 
 

～給食費・学校徴収金の口座振替のお知らせ～                         
 第３期給食費等の口座振替（８月２５日実施）ができなかった方に、９月１５日（金）に再振

替を行います。必要な金額をご用意ください。なお、次回の第４期振替日は、１０月２５日（水）

となります。 

 学校給食費に関するお問い合わせ 市保健体育課   電話 ２４５－５９０９ 

 学校徴収金に関するお問い合わせ 本校教頭     電話 ２９５－０７７７ 
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２ 夏休み短歌大会 
              

今年の夏休みは、勉強、部活、旅行など、いろいろな思い出ができたのではないでしょうか。

夏の思い出を短歌で表現してもらいました。その中で、特に印象深かったものについて紹介しま

す。 

 

○透きとおる 渇き感じる 涼風に  

見上げる夏空 雲ひとつない 

 

○夏祭り 食べたかった リンゴ飴 

         列を横目に かき氷を食らう 

  

○パンと打ち 球向かう先 花開く 

         にぎわう祭り 負けぬ一声   

 

○窓を開け 風が吹いては 夏思う 

         猫も気怠げで 秋が恋しい   

 

○ギラギラの 太陽を背に 走りぬく 

         汗ばむ友へ バトンをわたす  

 

○晴天に 地元抜け出し 親友と 

         話止まらず 溢れる笑顔    

 

○夜空に舞う 色とりどりの 大輪が 

         四年を超えて 輝き放つ    

 

○暗闇を 先導するのは このライト 

         夏の夜空の 風を切りつつ   

 

○暑い夏 夜空に咲いてく 夏の華 

         絢爛な夜空 幸甚の至り    

 

○飛行機で 台風の中 大分へ 

        やっと着いたよ カラアゲうまい 

 

○セミの声 ミンミン響く 遠くまで 

         何かを奏で 朝をむかえる    

 

○暑い夜 暗闇照らし 光る華 

         色や形で 夏をあらわす     
                           

 


